
第５回学生チーム WS ワークシート 
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若者にとっての商店街の現状（評価・問題点・課題） より良い商店街のために何が必要か？（ｺﾝｾﾌﾟﾄ・視点） 魅力ある商店街への提案とその効果想定 

（こうやったら、こう変わる！） 

魅力ある商店街のための具体的提案 

 

 

 

 

具体的提案内容（事業内容、スケジュール） 

事業主体 

運営体制（人材確保） 

運営体制（運営費・当初費用、負担割合） 

実現のための課題 

D 居住環境の改善を含む世代間交流施設 

・学生向けアパートは多いものの、家賃の負担が大きく 

 生活費を考えるとアルバイトが必須になっている。 

 

・地域の空家は目立つが、空家活用の具体化は無い。 

・周辺住宅地の単独高齢者世帯や高齢者世帯が増えて 

 いるようだが、住宅の維持管理も大変なようだ。 

・サービス付高齢者住宅や学生寮などの集合住宅と 

 シャエハウスのような施設で街なか居住を目指す。 

・若者、高齢者共に街なか居住人口増を目指すことで 

 地域商店街の購買力を高めることになる。 

 

・単身高齢者のニーズを若者の力で解決するとか、子育

て世代のニーズを高齢者が担うといった世代間交流を

図ることによって、より住みやすく暮らし易い地域と

いう評価が高まる。 


